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ご挨拶　~被害者支援の更なる充実を目指して~
公益社団法人　ふくしま被害者支援センター　

専務理事　熊　田　真　市　

　去る６月２日に開催されました平成27年度定時総会におきまして、
廣木前専務の後を引継ぎ、当センターの専務理事に就任いたしました
熊田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、当センターは、民間ボランティア団体として、警察や行政機
関等と連携しながら、犯罪被害者やその家族の皆様方の苦しみや悲し
みの早期軽減・回復を図るとともに、社会全体の被害者支援意識の高
揚を図る目的で平成19年７月に社団法人として設立され、本年で８年目を迎えようとしており
ます。
　その間、平成21年３月には、福島県公安委員会から県内唯一となる「犯罪被害者等早期援助
団体」の指定を受け、平成24年４月には、公益社団法人に移行するなど、犯罪被害者等に対す
る支援基盤の整備を図り、犯罪被害者に対して精神的な支援、その他諸々の支援活動を行うな
ど、被害者に寄り添う支援活動を着実に展開しているところであります。
　被害者支援センターの役割は、言うまでもなく、犯罪被害者が、自力で立ち直れることを精
神面で支援して、再び平穏な生活をできるようなるまで、被害者に心を寄せて寄り添うことで
あると思っております。
　このため、当センターでは、支援業務の重要性や必要性をご理解いただいているボランティ
アの支援員の皆様による被害の相談や裁判所への付添などの支援業務を実施するとともに、犯
罪被害者等基本法に基づく第二次犯罪被害者等基本計画に取り上げられました、性暴力対策と
して、平成25年から県警察、県産婦人科医会と連携した、「SACRAふくしま活動」を積極的に運
用しているところであります。
　一方で、これらの活動に要する経費は、その多くが県民の方々の賛助金、寄付金などで賄わ
れておりますが、善意の証でもある賛助金は減少傾向にある状況にあるところから、これら事
業を支える財政基盤の整備を図っていく必要があると考えております。
　いずれにいたしましても、日々新たな犯罪が発生する社会環境の中で、悲惨な犯罪等被害者
への支援活動はますます必要かつ重要な課題であると認識し、当センターが、福島県民にとり
まして安全・安心の一つの拠り所となりますよう、微力ながら努力して参る所存でありますの
で、皆様方の一層のご理解とご支援をお願い申し上げ、就任のあいさつとさせていただきま
す。



平成27年度定時総会の開催　～本年度の事業計画等を承認～
　去る６月２日（火）、福島市内「グリーンパレ
ス」において、福島県知事様、福島県警察本部長
様等多数の来賓をお迎えし、平成27年度定時総
会が開催されました。
◯　平成26年度事業報告、決算報告
◯　平成27年度事業計画案、収支予算案
◯　役員改選
◯　定款の一部改正（事務的規定の改正）
など７議案が上程され、慎重審議により全ての
議案が可決、承認されました。

２

１　平成27年度の事業計画

２　平成27年度の収支予算

３　役員の改選

　安全で安心な社会の実現は県民全ての願いで
あり、そのため、関係機関・団体が連携して犯
罪等の抑止に弛まぬ努力を尽くしております。
しかし、一方で凶悪な犯罪は後を絶たず、それ
によって心身に重大な傷を負った被害者等が苦
しんでおられます。
　これら現状を踏まえ、本年度は、
①　「SACRAふくしま活動」の定着化と移動相談

車の有効活用
②　避難住宅等の避難者を対象とした広報・相

談活動
③　「被害者に優しいふくしまの風」運動の共催
④　支援活動員の更なるスキルアップと体制の

充実
⑤　被害者支援（寄付型）自動販売機の設置拡大

等財政基盤強化のための活動
などを重点に取り組んでまいります。

　社会情勢の変化等から寄付金等は若干減少し
ていますが、本年度も引き続き、福島県からの
事業委託費や日本財団からの預保納付金が昨年
度と同等額となったことから、平成27年度は、
29,846千円の予算としました。その内訳は右記
グラフのとおりです。

　任期満了に伴い、次の方々が新たに役員に選出されました。
　なお、永年、当センターの専務理事として、被害者支援活動はもとよりセンターの運営全般に尽
力されてこられた廣木康二様が勇退され、新たに熊田真市専務理事が就任されました。廣木康二様
には、総会の席上、福島県警察本部長、当センター理事長からそれぞれ感謝状が贈呈されました。

平成27年度予算概要

平成26年度決算（円）

雑入
135,000円

会費
4,200,000円前期繰越金

5,525,163円

補助金等
14,736,000円

寄付金
5,250,000円　

事業活動収入の部 事業活動支出の部

事業費

管理費

共通事業費支出
6,137,000円

相談業務支出
3,106,000円

直接支援業務支出
1,021,000円

自助グループ支援事業支出
332,000円

広報・啓発事業支出
5,393,000円

その他事業
（講演会・研修等）
2,705,000円

人件費支出
4,161,000円

管理事務費支出
2,635,000円

※上記とは別に「大規模支援準備金」として1,500万円を保有しています。

科　目 金　額 割　合

収
入

会費 3,572,000 11.41
補助金等 16,722,000 53.39
寄付金 5,178,652 16.54
雑入 159,918 0.50
前期繰越金 5,687,163 18.16

収入計 31,319,733 100.00

支
出

事
業
費

共通事業費支出 5,389,988 29.03
相談業務支出 1,832,923 9.87
直接支援業務支出 484,974 2.61
自助グループ支援事業支出 28,706 0.16
広報・啓発事業支出 3,448,425 18.57
講演会事業支出 521,580 2.81
養成・研修等事業 1,146,853 6.18
関係機関支出 261,690 1.41
調査研究支出 0 －

小　計 13,115,139 70.64

管
理
費

人件費支出 3,515,041 18.94
管理事務費支出 1,934,788 10.42

小　計 5,449,829 29.36
事業活動支出計 18,564,968 100.00
投資活動支出 5,668,000
支出合計 24,232,968

収支差額（次期繰越額） 5,525,163
※上記とは別に「大規模支援準備金」として1,500万円を保有しています。
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平 成 26 年 中 の 活 動平 成 26 年 中 の 活 動
■支援活動概況

■〔SACRAふくしま〕
さ 　 く 　 ら

　“SACRAふくしま”（性暴力等被害救援協力機関）は、ふくしま被害者支援センター、福島県産婦
人科医会、福島県警察の三者が連携して、性暴力等の被害に遭われた方々の支援にあたるネット
ワークです。

◯　女性の相談員が対応します。
◯　あなたの意思を尊重します。
◯　秘密は守ります。
◯　相談支援はすべて無料です。

月・水・金　10：00～20：00（祝祭日・年末年始を除く。）
火・木　　　10：00～16：00（同上） サ　クラ　シ　エン

024－533－3940

相 談 受 付

ホットライン

性暴力等被害救援協力機関

SACRAふくしまとは

S exual A ssault （性暴力）
（被害救援）

（協力機関）
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福島県産婦人科医会 福島県警察
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公益社団法人ふくしま被害者支援センター役員名簿　　（H27.6.3 現在）
職　　名 氏　　　名 職　　名 氏　　　名
理 事 長 生島　浩（福島大学大学院教授） 理　　事 鈴木長司（福島県精神保健福祉士会会長）
副理事長 澤井　功（澤井法律事務所所長） 理　　事 橋本節子（福島県臨床心理士会被害者支援委員会委員長）
副理事長 酒井芳子（（一財）大原総合病院清水病院心理カウンセラー）理　　事 沼田吉彦（福島県精神科病院協会会長）
専務理事 熊田真市（ふくしま被害者支援センター）理　　事 柳沼幸男（㈱福島民友新聞社常務取締役編集制作本部長）
理　　事 大橋信夫（JA福島中央会会長） 理　　事 中尾富安（㈱福島民報新聞社　総務局長）
理　　事 金子與宏（（一財）福島県自動車会議所会長）理　　事 石井　浩（福島県商工会議所連合会常任幹事）
理　　事 東城輝夫（福島県弁護士会犯罪被害者委員会委員長）理　　事 渡辺光則（福島経済同友会事務局長）
理　　事 佐藤健介（福島トヨタ自動車株式会社代表取締役社長）監　　事 安斎勇雄（安斎会計事務所所長）
理　　事 遠藤道雄（福島県被害者等支援連絡協議会会長）監　　事 安藤利之（㈱東邦銀行総務部長）

（敬称略）

（件数）
区　　　　　　　分

合　計
身体犯被害 交通事故被害 その他犯罪被害 その他

電話相談 97 15 19 36 167
面接相談 15 １ １ １ 18
直接支援 21 ４ ０ ０ 25
合　　計 133 20 20 37 210

注） 　平成25年中（217件）と比較すると、件数ではー７件と若干減少しましたが、相談延人数（167人、前年対比＋
３人）では増加しています。

（件数）

性的犯罪被害 その他
暴力的性被害 その他 合　計

S
サ ク ラ

ACRA 101 13 ４ 118

前年 89 13 ０ 102



　ふくしま被害者支援センターでは、センター内での計画的な研修や全国被害者支援ネット
ワーク主催による研修会への支援活動員の派遣、専門部会活動等を通じて、支援業務に当たる
活動員の方々のスキルアップに努めています。

   （平成26年度中の自社研修会の開催状況）

（教養・研修部会） （「犯罪被害者週間」街頭キャンペーン）

研　　修　　状　　況

あなたも支援活動に参加して
みませんか？

　知識や話し方等は、各種の研修を通じて身に
付いていきますので、安心して参加してください。

～支援活動員募集予定～

ふくしま被害者支援センター
部　会　活　動

電話相談・面接
部　　会

直接支援
部　　会

広報・啓発
部　　会

自助グループ
活　動

教養・研修
部　会

４
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テーマ（講師）

7／2 性犯罪に係る刑事手続き
（県警本部　佐藤亮子係長）

8／7 法律面からの事例検討
（東城輝夫弁護士）

9／22
リスニング技術とニーズの把握
 藤田きよ子
 NNVS認定コーディネーター

10／22 交通事故における保険制度等（日本損保協会　長井一三相談員）

12／11 犯罪被害給付制度について（県警本部　髙橋 豊被害者支援室長）

2／23 被害者支援について
（県警本部　山口 仁広報官）

（敬称略）



５

　　　　　　　　佐川　保博　　　志賀　則夫　　　矢内　洋子　　　久保木マサ子

　　　　　　　　斉藤　昭二　　　宇佐見吉男田村方部
　　　　　　　　青戸　寿一　　　金澤　博信　　　永﨑　光雄棚倉方部

　　　　　　　　市川　勝正　　　今井　敏美　　　二平　行雄　　　吉川　幸雄

　　　　　　　　木幡　節夫　　　穴澤　英進　　　遠藤　賢二　　　遠藤　昭一　　　大塚　幸雄　　　大和田好英
國分　　勇　　　齋藤　啓一　　　鈴木　新二　　　山口　一明　　　渡部　正喜　　　岡田　孝一

　　　　　　　　荒木　正人　　　小沼　義範　　　國分　末男　　　児玉　賢嗣　　　斎藤　好晴　　　相樂　時男
佐藤　福寿　　　髙橋　芳久　　　田口　栄一　　　武田　憲二　　　増子　　明　　　増子　　敬　　　松本　健次
松本美津子　　　渡部　紅輝　　　渡部　晴功　　　渡邉　福寿　　　及川　幸男

　　　　　　　　石本　　茂　　　菊田　邦夫　　　熊田　弘之　　　齋藤　喜市　　　鈴木　善治

　　　　　　　　遠藤　道雄　　　佐藤　武男　　　石幡　邦弘　　　遠藤　晃成　　　佐藤　宣勝　　　鈴木　昇一
籏野　廣志　　　宮本　　言　　　横山　弘幸

　　　　　　　　廣木　康二　　　井上　俊彦　　　粟野　　章　　　飯高　槇夫　　　五十嵐廣和　　　石井　富雄
泉　　孝行　　　今井　充正　　　宇佐見昭二　　　金成　匡以　　　菅家　政利　　　菅藤紀久夫　　　菊地　利勝
木村　芳美　　　窪田　正男　　　近藤　　正　　　佐々木敏眞　　　佐藤　憲一　　　佐藤　光顕　　　鈴木　忠行
髙橋　孝信　　　丹治　典夫　　　野口　博行　　　畠　　信七　　　原　　　豊　　　本田　悦夫　　　宮澤　　優
八島美恵子　　　安田　尚武　　　渡辺　郁子　　　伊藤　宏捷　　　岩下　一男　　　金丸　富男　　　齋藤　利正

　　　　　　　　熊田　真市　　　酒井　芳子　　　生島　　浩　　　小野志げ子　　　朝倉　雅夫　　　浅野　秀夫
阿部　文孝　　　荒井　俊直　　　荒木　久光　　　安倍　義典　　　板橋　秀幸　　　伊藤　重宣　　　伊藤　孝行
伊藤　富夫　　　梅宮　勇治　　　遠藤　利雄　　　大泉美代子　　　大山　彰一　　　岡崎　美加　　　尾形　公雄
折笠　　寛　　　笠原　壽一　　　加藤　邦夫　　　鹿目　和夫　　　亀岡　克俊　　　菅家　光司　　　菅野　浩司
菊池　　忠　　　木村　　進　　　草野　信男　　　栗城　源七　　　黒津　康司　　　小泉美ノ助　　　郷　　修二
小手森　正　　　小林　瑞秀　　　今野　金美　　　今野　金哉　　　齋藤　　修　　　斎藤輝世敬　　　斎藤　三郎
齋藤　　登　　　斎藤　房幸　　　佐々木　賢　　　佐藤　彰孝　　　佐藤　　淳　　　佐藤　覚雄　　　佐藤　金次
佐藤　　敬　　　佐藤　浩一　　　佐藤　光司　　　佐藤　司郎　　　佐藤　　貴　　　佐藤　　敬　　　佐藤　孝則
佐藤　隼雄　　　佐藤　　宏　　　佐藤　　守　　　佐藤　勇次　　　鹿野　孝次　　　鴫原　満穂　　　白鳥由起子
鈴木　　悟　　　鈴木　隆二　　　鈴木　常夫　　　鈴木　富男　　　関　　清一　　　関根　光子　　　高荒　昭典
高荒　威雄　　　髙鶴　和夫　　　高野　栄子　　　髙橋　　清　　　高橋　英生　　　高橋　町子　　　高橋　和七
田代　　均　　　土屋　貞夫　　　長倉　金治　　　長倉　輝雄　　　二階堂幸男　　　二瓶辰右エ門　　　根本　博美
野口まゆみ　　　橋本　義久　　　蓮沼　眞一　　　長谷川栄治　　　福地幸之助　　　本名まゆみ　　　八巻　美子
山崎　幸司　　　山田　孝一　　　湯田　宗男　　　横田　義三　　　吉原日出夫　　　渡邉　和也　　　渡邉　孝一
渡部　四郎　　　渡部　純夫　　　渡邊　智明　　　上遠野憲夫　　　菅野　秀子　　　久保木義明　　　佐藤　勇一
鈴木　光則　　　竹田　晃雄　　　野地　信裕　　　矢吹　吉弘　　　渡部　立一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（順不同・敬称略）

白河方部

郡山方部

伊達方部

個人
福島方部

福島北方部

二本松方部

郡山北方部

　　　　　　　　有賀　良三　　　猪狩　敏雄　　　佐瀬　　誠　　　三本松　徳　　　高木　茂保　　　高橋　　章
田口　　満　　　樽川　静江　　　橋本　昭信　　　廣田　哲夫　　　星　　武彦　　　緑川　末次　　　八巻　力夫
吉田　佳生　　　渡邉　征彦

須賀川方部

石川方部

皆様からの心温まる善意に感謝を申し上げます。
（平成27年４月から平成27年６月末までの間の寄付者等）

ふくしま被害者支援センターの
被害者支援活動を支えてくださる皆様

「犯罪被害者等の支援活動に役立ててほしい。」旨の趣旨で、
　二本松地区出身警察官父兄会様
　元公安委員長粟野章様
　福島県遊技業協同組合連合会様
をはじめ、次の方々から、会費、ご寄付をいただきました。
犯罪等被害者支援活動に有効に活用させていただきます。
　ありがとうございました。
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八二醸造有限会社 会津坂下方部

（一社）福島県交通安全協会 公益社団法人福島県防犯協会連合会 社会福祉法人福島県社会福祉協議会
福島経済同友会 福島県弁護士会 福島トヨタ自動車株式会社
福島民報社 医療法人西口クリニック婦人科 （一社）福島県安全運転管理者協会
（一社）福島県自家用自動車協会 医療法人明治病院 株式会社アトリエ・オレンジ 
福島県軽自動車協会 福島県二輪車安全普及協会 福島テレビ株式会社
富士印刷有限会社

齊藤電建工業株式会社 医療法人敬仁会なかのクリニック マエサン東北農材株式会社

福島方部

安全運転管理白河事業主会 株式会社高砂ホンダモーター こちや自動車工業株式会社
白河自家用自動車協会 白河地区安全運転管理者協会 白河地区交通安全協会
有限会社本多自動車工場

白河方部

東洋シャフト株式会社石川方部

株式会社星電設棚倉方部

株式会社鈴船建設 有限会社やわらぎ乃湯 田村地区遊技場組合 
小野地区警友会

田村方部

堺化学工業株式会社小名浜事業所 （公社）福島県トラック協会いわき支部いわき東方部

社会福祉法人ハートフルなこそいわき南方部

伊達方部

二本松出身警察職員父兄会二本松方部

本宮地区出身警察官父兄会郡山北方部
（一社）福島県精神科診療所協会 株式会社Link 福島県遊技業共同組合連合会郡山方部

株式会社平中央自動車学校 株式会社日本海水 常磐共同ガス株式会社いわき中央方部

後藤建設工業株式会社 有限会社西武商事南相馬方部

医療法人二瓶眼科医院 会津自動車工業株式会社 医療法人晶晴会
（公社）会津若松医師会 なるせとみこレディースクリニック 喜多方遊技業組合
若松遊技業組合

会津若松方部

有限会社菅野地所 宗教法人西根神社 広川行政書士事務所福島北方部

医療法人佐原病院喜多方方部

株式会社菊地商会 有限会社只見荘南会津方部

株式会社福島県東部自動車教習所 相馬方部

株式会社七福神県外
株式会社コスモさくら警備保障 日立GEニュークリア・エナジー株式会社福島第２事務所 双葉方部

　　　　　　　　石田　冴子　　　小野　　実　　　齋藤　光位　　　佐藤　　敦　　　白岩　陽子　　　宮川　道夫
渡部　　治
　　　　　　　　佐藤　　博いわき南方部

いわき東方部

　　　　　　　　大森　　猛　　　高野　佳章　　　持舘　正広相馬方部

　　　　　　　　荒明　徳實　　　大橋　幸男　　　小山田和夫　　　宍戸　京子　　　服部　隆男南相馬方部

　　　　　　　　伊藤　隆一　　　梶原　弘喜県外

法人・団体

　　　　　　　　小野口拓夫　　　佐藤　宗吉　　　手代木一郎
　　　　　　　　君島　富子　　　渡部　力男南会津方部

会津坂下方部

　　　　　　　　阿部　邦明　　　大場　純義　　　小澤　利幸　　　小野　義明　　　片寄　一郎　　　金澤　勝也
菅野　俊夫　　　合津　長治　　　佐々木昇美　　　佐藤　信三　　　佐藤　光雄　　　三本松和夫　　　白岩　隆文
鈴木　　泰　　　須藤　雪子　　　仲絵　昭平　　　新妻　　滋　　　西山　武雄　　　長谷川一三　　　塙　　良郎
平間　忠三　　　松崎　富弘　　　矢内　　忠　　　渡邉　邦雄　　　国井　勇夫

いわき中央方部
　　　　　　　　菅沼　裕子　　　鈴木　長年　　　平野　定雄猪苗代方部

　　　　　　　　阿部　明弘　　　氏家　敏雄　　　横山　　剛　　　伊藤　正一喜多方方部

　　　　　　　　荒井　良子　　　安藤　信之　　　伊藤　俊晴　　　伊藤　　博　　　大山　達朗　　　小林　　勉
齋藤金四郎　　　二瓶　　勉　　　松崎　　強　　　森　　　洋　　　吉田　幸代　　　西潟　正二　　　星　　秀明
会津若松方部

編
集
後
記

　新年度に入り、ふくしま被害者支援センターの事務局も舵取り役の専務理事が交代する等一
変しました。編集者一同、気持を新たに、「ふくしまの空」に新たな風が感じられるよう情報
の発信に努めていきたいと考えています。
　会員の皆様には、近くにおいでの際には、是非、当センターにもお寄り頂き、各地域・職域
の情報等をお聞かせいただければと願っております。
　本会報に対するご意見、ご叱責を頂ければ幸いです。 （「ふくしまの空」編集者）
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事業主の皆様へ！
被害者支援（寄付型）自動販売機の

設置にご協力を
　被害者等の方々に対する支援活動は、
多くのボランティア（支援活動員）の皆様
のお力添えによって運営されておりま
す。当センターでは、その活動力を安定
的に確保するための施策として、「被害者
支援（寄付型）自動販売機」の普及を促進し
ています。会員の皆様からも、是非ご紹
介をお願いいたします。

㈲勿来新聞サービス
（いわき市）

森本建設㈱
（棚倉町）

アルファクラブさがみ典礼
（会津若松市）

つばめ・ザ・ビーム相馬店
（相馬市）

特別養護老人ホーム宮川荘
（会津美里町）

特別養護老人ホーム
サニーポート小名浜（いわき市）

㈱福島銀行
（福島市）

総合葬祭㈱あおき
（白河市）

ニチイケアセンター東中央
（福島市）

国際アート＆デザイン専門学校
（郡山市）

盛英自動車㈱
（いわき市）

郡山情報ビジネス専門学校
（郡山市）

伊達物産㈱
（伊達市）

㈱倉島商店
（福島市）

庄司建設工業㈱
（南相馬市）

～ご協力ありがとうございます。～  （H27.６末現在）

被害者支援（寄付型）自動販売機を
設置していただいている事業所

（順不同）
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賛助会員募集中
当センターは、活動経費の多くが皆様の会費、ご寄付により運営されています。

年会費  ○ 個人…1口　 2,000円より　○ 法人・団体…1口 10,000円より
福島県公安委員会指定「犯罪被害者等早期援助団体」　公益社団法人ふくしま被害者支援センター
〒960-8002　福島市森合町14-６ 第二福島トヨタビル2F（福島中央郵便局向かい）　TEL／FAX 024-533-7830

＊当センターは公益法人です。会費を納めたり、寄付をした場合は税法上の優遇措置があります。
＊寄付は金額を問いません。

電話相談・支援受付窓口
犯罪や事故の被害に関する相談

024－533－9600

性暴力等被害相談（SACRAふくしま）

023－533－3940
サ クラ シ エン

ふくしま被害者支援センターは

〔相談受付時間〕
　月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く。）
　午前10時から午後４時まで。

〔相談受付時間〕
　月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く。）
　午前10時から午後４時まで。
　但し月・水・金曜日は午後８時まで。

犯罪等による被害者やその家族、遺族の方々の被害の早期回復等の拠り所として

☆　電話や面接による相談
☆　裁判所や警察、病院等への付添い
☆　弁護士会、産婦人科医会等の関係機関・団体と連携しての支援
☆　犯罪被害者等給付金申請についてのアドバイス
☆　被害者同士の交流の場（自助グループ）の提供

を行っています。

相談無料・秘密厳守




